
掲載数 61

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 神奈川県立 高１ 保健体育 交通安全

　厚生労働省の「人口動態統計(2018）」の図から15～24歳の死亡原因(2016年)におい
て、交通事故が自殺に次いで、2番目に多い死因であることを授業の始めに示した。い
つ・どのような場所・どんな人が事故の被害に遭っているのかを共有させた。
　自転車で起きた事故例を示し、加害者になった時の被害額や被害者の想いについて、生
徒同士で話し合わせた。将来、自動車を運転する立場になった時に安全性を考慮した自動
車選びや運転者の資質について学んだ

2 神奈川県立 高２ 保健体育
生涯を通じる健康
「医薬品と健康」

　健康寿命の延伸が日本の課題としてあげられている中、医薬品を上手に、正しく選択
し、使用していくというセルフメディケーションの考え方にフォーカスし、授業を展開し
ていった。生徒達にはこれまでの日常生活における医薬品とのかかわりを思い出すため、
Google Formsにて事前に医薬品の使用方法に関するアンケートをとった。その結果をもと
に正しく使用できていないときのリスクを伝えた結果、授業後に記入する感想用紙には、
今後はより一層気をつけていきたいという生徒が多く見受けられた。

・最新高等保健体育
　改訂版（大修館書店）
・Google　Forms
　（アンケート）

3 神奈川県立 高１ 保健体育
救命救急、ＡＥ
Ｄについて

　保健の授業担当教員が自身の経験（かつての勤務校で生徒が心肺停止となったが、その
教員がＡＥＤを活用し、生徒は一命をとりとめた）を話し、ＡＥＤを実際に使用する際の
注意点や救急救命法について説明した。

4 神奈川県立 高１ 保健体育 感染症の予防

　感染症の予防の分野で、各国の新型コロナウイルスの対応や状況をグループワークで調
べ、ジグソー法により共有することにより、いのちを守るために何が大切かを学習した。
調べる内容や発表の方法を工夫することにより、生徒たちが主体的・対話的な学習を通し
て、感染症について学び、いのちを守るために必要なことを深く考えるきっかけとなっ
た。

現代高等保健体育
改訂版　大修館書籍
単元「現代社会と健康
（感染症の予防）」

5 神奈川県立 高１ 保健体育 応急手当

　傷病者の発見からすぐに応急手当を行うことで、救命率が上がることやその後の治療の
効果を高めることを実際のデータから読み取り、応急手当の意義について学習した。心肺
蘇生法やAEDの使用手順をスライドや動画で確認し高校生ができることを考えた。
また、日常で活用できる怪我の処置として三角巾での腕の吊り方を実演し身につけた。

保健体育教諭
「現代高等保健体育」
（教科書）

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【保健体育】



6 神奈川県立 高１ 保健体育 心肺蘇生法

　心肺蘇生法について取り上げた。授業前に生徒たちへ「目の前に人が倒れている状況に
遭遇したらどうするか」という問いかけをしたところ、「そもそも何をしたら良いか分か
らない」「多少の知識はあるが行動を起こす自信がない」とほぼ全員が答えた。まず、座
学で心肺蘇生法の手順を説明した。知識がある程度身についたところで、ダミー人形を相
手にした実習に移った。段階を踏んだ指導の影響か、生徒たちは非常にスムーズに学習に
取り組んでいた。当初は集中力に欠ける生徒もいたが、その都度この単元を学ぶ意義を伝
え続けることで、意欲に欠けていた生徒も真剣に取り組むようになっていった。さらに互
いの動きを観察しながら、アドバイスし合う姿も見られた。

【参考資料】
心肺蘇生法とAEDの取
り扱い（ガイドライン
2015対応）

7 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健康
家族計画と人工妊
娠中絶

　２年次必修科目受精・妊娠・出産とそれに伴う健康課題についての内容及び家族計画の
意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについて知識及び理解を深めさせた。

現代高等保健体育
現代高等保健体育ノー
ト

8 神奈川県立 高１ 保健体育

交通安全教育
「安全な交通社
会づくりに向け

て」

　交通事故被害者遺族の声や受刑者の手記をもとにした再現ドラマを視聴し、交通社会と
いのちの関わりについて理解した。また、自動車安全利用についてのケーススタディをグ
ループワーク形式で実施した。次時間目には、自転車を走行している際の危険予測などを
行い、いのちを大切にするために日常からできる行動について考えることができた。

オリジナル教材
（参考資料　神奈川県警察
「チリリン・タイム」、交
通安全教育映像「あの日に
戻れたら…」警視庁）

9 神奈川県立 高複合 保健体育

　
「性と生につい
て考える」（講
演会）

　ＬＧＢＴＱをはじめとして現在、性的マイノリティについて関心が高まっているが、正
しく理解できているかというと疑問が残るため性的マイノリティを中心に性について考え
理解する講演会を実施した。
　今まで感じていたことや理解したと思っていたことなど改めて見つめ直し考えることが
できた。また、相手のことや自分のことをより深く考える時間とすることができた。

【講師】
（認定）特定非営利活
動法人
SHIP 理事長

10 神奈川県立 高複合 保健体育
「薬物乱用防
止」について
（講演会）

　若者に薬物が身近に迫っていることや危険性を理解することなどを目的に、より知識や
経験のある外部講師を招いて講演会を実施した。
　講師の方が指導をとおして経験してきたことや実際に薬物に依存してしまった人の動画
を視聴したことで正しい知識を持つことができた。

【講師】
薬物乱用防止
指導員　保護司

11 神奈川県立 高１ 保健体育

応急手当・心肺
蘇生法 「事故や
急病から命を守
る」

　大きな災害や事故に遭遇した時に適切に対処しなければ傷病者の死亡率はどんどん高く
なってしまう。 そういった状況に遭遇した時に命を救うことができるように応急手当の
意義や心肺蘇生の方法について学習し、命を救うことの難しさや大切さについて指導し
た。

AEDのデモ機を使用す
る

12 神奈川県立 高２ 保健体育
性教育
「妊娠・出産と
健康」

　受精・妊娠・出産という一連の過程について理解をして、生命の誕生について学んだ。
自己がどのように誕生し、どのように育まれてきたのかを理解することで、自分を大切に
思う気持ち、命の大切さやその神秘を感じるとともに、そのことを深く学んだ。また、自
己が妊娠するときや妊娠した場合に、新しい生命とどのように向き合っていくのかを考え
た。



13 神奈川県立 高１ 保健体育 心肺蘇生

　AEDを用いた場合とAEDが用意できなかった場合の対応の仕方を扱った。周囲への言葉か
けや緊急通報の際の要点の伝え方などをワークショップを行いながら生徒へ伝えた。実際
に通報を行う場合に何を伝えるか、自分が遭遇した時に何が出来るかを想像することが出
来た。

教科書、AED、視聴覚
資料(厚労省HP,NHK
等）

14 神奈川県立 高１ 保健体育
責任としての家
族計画

　生まれてくる前の命について質問をすることで「命とは何か」を考えさせた。
　「人工中絶を行うべきか、否か。また、行う場合は一体何週まで可能か。一方否の場
合、性犯罪の被害者も人工中絶してはいけないのか。」という問を生徒に考えさせた。そ
の際に各国の中絶の基準と比較させることで多様な考えに触れさせた。その上で生徒自身
の考えをまとめさせることで、より深く真剣に命とは何かを考えることができた。

最新高等保健体育
　　　　　　改訂版
　　　（大修館書店）

15 神奈川県立 高１ 保健体育 心肺蘇生法

　近年大きな災害が多く発生しており、災害時に自分たちにできることの一つとして、心
肺蘇生の意義や手順、方法などについて考え、実習を通して正しく整理し、自ら積極的に
実践できるように実施している。実施の際には、地域の消防署や消防団に協力をしていた
だき、現場の緊張感さながらで体育館にてダミー人形15体を使い、全生徒が緊急時に実際
に行えるよう取り組んでいる。本校では１年次で全生徒が行うことで、全校生徒が人の
「いのち」を救うために、自分たちができる方法を習得することができている。
　例年上記のように5月に実施しているが、今年度はコロナ禍により6、7月に保健体育の
授業内で実技実習を除いて学習した。

（都筑消防署）
（川和消防署）
（地域消防団）
図解 みんなの救急

16 神奈川県立 高２ 保健体育
生涯を通じる健
康

　左記の単元の中の『思春期と健康』『性意識と性行動の選択』『結婚生活と健康』『妊
娠・出産と健康』『家族計画と人工妊娠中絶』を１学期に取り扱った。生徒に自身のこと
として、またそう遠くない将来に起こり得る事象として捉えさせるような授業展開とし
た。

教科担当者
大修館『現代高等保健
体育』

17 神奈川県立 高１ 保健体育

交通安全
「命を守るため
の交通ハザード
マップづくり」

　生徒が自宅付近で交通事故の多い場所や通行上危険な箇所を調べてきてハザードマップ
を作成する。
事故にあわない、あわせないことが命を守ることにつながることを理解させた。

授業担当者
交通ハザードマップづ
くり

18 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産・人
工妊娠中絶

　妊娠中の母体の変化、胎児の成長の過程を学び、生命の誕生についての考えを深めた。
また、家族計画の必要性についても考え、避妊の必要性についても知識を付けた。
　人工妊娠中絶が女性の心と体に与える影響を考えた。自己や他者の命についても深く考
え、考えを共有している姿が見られた。

最新高等学校保健体育

19 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健
康

　新しい命が誕生する受精・妊娠・出産という一連の過程が、健康に対して注意しなけれ
ばならない時期であることを確認し、本人や周囲の人が配慮すべきことを理解する。将
来、自分と自分の家族、身の回りの人たちの命と健康を守るための知識を獲得し、実際に
行動できるような理解を促進した。

教科書（大修館「現代
高等保健体育」）を中
心として展開した。



20 神奈川県立 高１ 保健体育 現代の感染症

　近年、新型コロナウイルスの感染が拡大している背景があり、死亡者も多数出ている。
授業の中で、くしゃみや咳、会話等でどのくらい飛沫しているのかを分かりやすくした動
画を視聴した。自らを感染症から守るためにどういった対策ができるのかをグループワー
クで考え、意見等をまとめて、グループごとに共有し学習した。

現代高等保健体育

21 神奈川県立 高２ 保健体育
家族計画と人工
妊娠中絶

　授業の中で実際に人生計画と家族計画を考えさせた。また、自らの人生計画、家族計画
でなく、架空の人物を設定し考えさせることも行った。その延長で、前時に学んだ妊娠に
ついても触れた。その中で、人工妊娠中絶についての女性の心身の健康を損なう説明と改
めて否認の大切さを指導した。振り返りシートを確認したところ、家族計画と人工妊娠中
絶について、しっかりと生徒は理解していた。

現代高等保健体育

22 神奈川県立 高２ 保健体育 人工妊娠中絶

　保健分野の単元「家族計画と人工妊娠中絶」において、命の尊さについての学習を行っ
た。生徒たちに、中絶という新しい命の芽をつむ行為をさせないためにどのような行動が
必要かを考えさせ、自己のみならず他者の命を大切にする意識を深めるきっかけとなっ
た。

ワークシート（授業担
当者作成）
動画　「ベビーカレン
ダー」

23 神奈川県立 高２ 保健体育

｛妊娠・出産と
健康」「家族計
画と人工妊娠中
絶」

　個人および社会生活における健康・安全について理解を深める学習の中で、妊娠・出産
という一連の過程は、奇跡であり、一人では成し遂げることが出来ず、必ずパートナーや
周りの方の支援がないといけない。また、これらは女性だけの問題だけではなく、男女そ
れぞれに責任があるという考えを深めた。グループワークでは、家族計画や避妊につい
て、将来パートナーが出来た時に、どのようなことを考えていかなければいけないのか、
お互いのことをしっかり尊重し合い、大切にすることを理解させた。

現代高等保健体育

24 神奈川県立 高１ 保健体育

〇交通事故の現
　状と要因
〇応急手当の意
　義と基本
〇心肺蘇生法

　保健の授業の中で、交通事故の現状と要因について学び、交通事故死の10～20歳代が非
常に多いことを理解し、交通事故の起こる要因について生徒一人ひとりが考えることがで
きた。
 交通事故の現状を把握したうえで、応急手当と心肺蘇生法について学んだ。実技講習は
新型コロナウイルス感染防止のため、生徒それぞれが実施することは難しかったが、ト
レーニング用のＡＥＤを使って説明し、躊躇せずに心肺蘇生法の実施をすることが大切で
あることを理解した。

保健体育科の教員
保健の教科書
トレーニング用ＡＥＤ
とダミー人形を活用し
て説明した。

25 神奈川県立 高２ 保健体育
〇妊娠・出産と
　健康
〇人工妊娠中絶

　保健の授業でパワーポイントを活用し、受精については、実際の映像を見せるなどし
て、新しい生命が誕生する奇跡を学んだ。生命が誕生するまでに、妊娠・出産期を健康に
過ごすために知っておかなければならないこと。妊娠中や出産後の女性は体調の変化や子
育てへの不安などがあるため、パートナーの支援が大切であることを理解した。
人工妊娠中絶や不妊問題についてもふれ、特別な事情がある場合を除いては、新しい命の
芽を摘むような行為をしないために、避妊についても考え、学ぶことができた。

保健体育の教員
保健の教科書
パワーポイント



26 神奈川県立 高２ 保健体育

避妊法と人工妊娠
中絶（いまの自
分・もしくはパー
トナーの妊娠がわ
かったらどうす
る？）

　避妊法と人工妊娠中絶の授業を行った。映像資料を使って、中学生同士の男女の間に妊
娠が発覚した場合のそれぞれの体の変化や気持ち、新しく生まれてくる命について考えさ
せた。その後、いまの自分・もしくはパートナーの妊娠がわかったらどうするかを考えさ
せた。新しい命のためには生み育てるという意見や経済的に育てられないから人工妊娠中
絶を選択するという意見があった。かけがえのない命を扱うテーマでもあり、真剣に取り
組んでいた。

教科書（最新高等保健
体育）
映像資料

27 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健
康

　授業の10日前に妻の出産に立ち会った教員の体験談を通して、生徒が自分は生まれてき
たということだけで特別な存在であるということを感じてもらった。
いのちが誕生するということはどういうことなのか考えて対話の中で学びを深め、想像す
ることから生徒自身の意思決定と行動選択の責任を感じていた。

ティームティーチング
で実施

28 神奈川県立 高２ 保健体育

・妊娠・出産と
健康
・避妊法と人工
妊娠中絶

　人工妊娠中絶が女性の心身に及ぼす影響について理解させる際に、母体の生命や健康を
守ることを目的として定められた母体保護法についてや、受精から妊娠・出産の過程にお
いて生命の尊さについて考えさせた。

29 神奈川県立 高１ 保健体育 応急手当

　本校保健授業では「応急手当の意義とその基本」という単元を扱った。目の前に意識を
失った人が倒れていたり、けがで苦しんでいる人がいたりする場合、すばやい判断と対応
がその人の命を救うことにつながる。応急手当の一般的な手順やAEDの使い方を学び、人
命救助の意識と技能を高めた。

『現代高等保健体育
改訂版』（大修館）

30 神奈川県立 高２ 保健体育
「家族計画と人
工妊娠中絶」

　「妊娠」から「出産」の過程について説明し、命を扱うことについて考えさせた。
　また、「育児」の過程についても説明し、お金の話や教育の話などについて具体例を挙
げ、「妊娠」することにより生じる双方の責任やその重要性について説明を行った。
　さらに、望まない「妊娠」を避けるための「避妊」の方法についても具体例を挙げて説
明を行い、生まれてくる子どもは望まれて生まれてくるべきであることを理解させた。

31 神奈川県立 高２ 保健体育 献血・臓器移植

　２学年保健「生涯を通じる健康・医療制度とその活用」の授業において、献血・臓器移
植の制度について学習し、現状と課題について理解した後、グループワークにて課題を解
決するためにはどのような取り組みが必要なのか考えた。「献血が身近になるために」
「知識と行動～誰かの協力によって成り立っている～」というテーマの発表もあり、内容
の理解のみならず、高校生が今自分たちにできることを考え、命について深く考える機会
となった。

本校保健体育科教諭による
授業。
授業はpowerpointを使用
し、一部内容で『日本赤十
字社HP「ありがとうの手紙
～献血で救われた命～」』
の動画を参考資料として取
り扱った。

32 神奈川県立 高１ 保健体育

応急手当
「心肺蘇生法」
「日常的な応急
手当」

　応急手当の意義について理解し、緊急時に適切な処置を自ら進んで実行できる態度を養
うことを目的にしている。生徒は、日常的な応急手当、心肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用手順など、適切な対応や処置が行える知識・技能を実技を踏まえて習得
した。

応急手当講習テキスト
改訂５版



33 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健
康

　受精から妊娠出産まで母体のなかでなにが起き、どのような経過をたどるかを理解し
た。

2年、教科書
（現代高等保健体育
改訂版）

34 神奈川県立 高２ 保健体育
家族計画と人工
妊娠中絶

　予定しない妊娠出産は親子にとって大きな負担となる可能性があることを理解する。妊
娠を望まない時に取るべき行動について理解した。

2年、教科書
（現代高等保健体育
改訂版）

35 神奈川県立 高１ 保健体育 心肺蘇生法
　保健の授業の応急手当の単元において、心肺蘇生法の授業をおこなった。コロナウィル
ス感染予防に努めながら、人形を用いてクラスの生徒全員に体験させせると同時に、命の
大切さを生徒に伝えた。

心肺蘇生用の人形３体

36 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と人
工妊娠中絶

　妊娠・出産、人工妊娠中絶について学習した。妊娠や人工妊娠中絶は女性だけではな
く、パートナーとの共通の問題であることを意識させ、性行動について深く考えるきっか
けとなった。不妊症や代理出産についても触れ、命の誕生の重さを実感した生徒が多かっ
た。

教科書

37 神奈川県立 高１ 保健体育 出産・育児

　出産・育児についてパワーポイントで作成したスライドを使って学習した後、出産予定
の教諭の講話を聴いて命の大切さについて実感させたり、生命の不思議の映像を見て受精
から出産までをロールプレイすることにより神秘的ないのちの誕生について考えさせた。
涙ぐむ生徒もおり、出産について考える良い機会となった。

映像
・世界ふしぎ発見「生
命の不思議」

38 神奈川県立 高１ 保健体育
ストレスへの対
処

　近年コロナ禍によって自宅で過ごすことを強いられた結果、仕事や人間関係によって生
まれたストレスへの対処が困難となり、自殺する割合が増加傾向にある。したがって、ス
トレス原因を考え、それらのコントロールする方法についてグループワーク等で考させ、
発表させた。

現代高等保健体育
17　ストレスへの対処

39 神奈川県立 高２ 保健体育

「妊娠・出産と
健康」
「家族計画と人
工妊娠中絶」

　保健の授業のなかで、妊娠・出産による生命が誕生する過程を授業内で扱った。生命が
誕生することの意味を考えさせる機会となり、決して他人事と考えるのではなく、男女そ
れぞれの立場から考えることのできる機会となった。
　また、家族計画を実際に考えさせることで自分自身がどのように生活していかなければ
ならないのか、生命を守る立場として行動していくかを考えられている生徒が多くいた。

現代高等保健体育
（大修館）

40 神奈川県立 高１ 保健体育
心肺蘇生法の原
理と行い方

　けがや病気により、突然心臓や肺の機能が停止した際に、その場に居合わせた人による
通報や応急手当が迅速かつ正確に行われることで、生命を救うことができることを学習し
た。また、ＡＥＤトレーナー等を使用することで心肺蘇生法の行い方を身につけることが
できた。
（10月11日現在実施予定）

保健の授業として行っ
た。心肺蘇生法の原理を
理解するとともに、ＡＥ
Ｄトレーナーやダミーを
使用することにより、正
確な技術の習得ができ
た。



41 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健
康

　新しい生命が誕生する受精・妊娠・出産という一連の過程では、母体となる女性の健康
に特段の注意を払う必要があることを学習した。特に妊娠期間別の母体の変化や胎児の発
育状態などを踏まえた健康管理ついて、動画を利用して学習をした。また、出産から出産
後の母親の心に寄りそった精神的な支援の具体例について話し合った。

保健の授業として行っ
た。動画を活用すること
により、新しい生命の誕
生が素晴らしい出来事で
あることが認識できた。

42 神奈川県立 高２ 保健体育
生涯を通じる健
康（医療制度と
その活用）

　授業で実施した生徒へのアンケートで『医療制度』という言葉について『理解してい
る』と答えた生徒はごく一部であった。日本で行われている医療体制等について最低限の
知識を身に付けた後、他の国で行われている医療体制について話し合った。他者の意見を
認め合い、医療体制について多角的な視点から理解することができた。それぞれの国で行
われている医療が私たちの文化や習慣と関連しており、どのようにして私たちの健康に携
わっているのかを具体的な発問を通して考えることで国や文化の違いを認める大切さを理
解することができた。授業を通して今後の多様化し続ける時代の中でよりよい生活を送る
ために、一人ひとりが主体的な『健康づくり』を考えていくことの重要性を理解すること
ができた。

視覚教材（プロジェク
ター）を用いることで写
真やイラストから具体的
なイメージがもてた。授
業後、振り返りフォーム
を行うことで学習内容が
定着した。

43 神奈川県立 高２ 保健体育

「妊娠、出産と
健康」
「家族計画と人
工妊娠中絶」

　妊娠や人工妊娠中絶については、女性だけの問題ではなく、男女問わずお互いの問題で
あること、また、望まない妊娠による、人工妊娠中絶は新しい命も芽をつむということを
学習させた。
　グループワークでは「赤ちゃんポスト」などの新聞記事を活用し、生徒間で積極的な意
見交換をさせた。また、受精、着床、妊娠、出産の流れについて、教科書だけではなく、
映像を活用し学習させた。
　この単元は、全ての生徒が中学校でも学習した内容ではあったが、高校生の心身の変化
と照らし合わせ、深く考えることができた様子であった。

大修館書店「現代高等
保健体育改訂版」

44 神奈川県立 高１ 保健体育
交通事故を防ぐ
ために

　交通事故の現状と要因について、実際に起きた事故の事例を踏まえ、グループで話し
合った。グループ活動の中で、事故の要因は様々であるとともに、誰もが事故にあう可能
性があることに気付いた。その上で、交通事故を防ぐために必要な資質能力について理解
できるようにした。本校は自転車通学の生徒も多く、学校の周りの交差点などを題材にし
ながら、より実生活に活かすことができる授業を実践した。

交通安全教室で活用され
ているＪＡＦの危険予知
トレーニング動画を活
用。動画を活用すること
で具体的なイメージがも
てた。

45 神奈川県立 高１ 保健体育 応急手当
　各クラスの授業時間に、AED（練習用）と心肺蘇生訓練用人形を用いて、実習を行っ
た。チームでの実習を行い、場面を想定したことでより実践的な実習を行うことができ
た。また、心肺蘇生に関しては全員が人形での実習を行った。

使用教材
・AED（練習用）
・心肺蘇生訓練用人形

46 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産・育
児

　各クラスの授業時間に、最近「パパ」・「ママ」になった職員を講師として招き、妊娠
～出産（育児）に関する体験談を聞いた。授業では事前に月経や精子、妊娠や育児の過程
について教科書を基に、知識の確認をしているが、教科書通りにいかないことや、意識し
て生活すること等、リアルな話を聞くことで、妊娠～出産だけでなく、家族を持つ・働
く・「生きる」ということにつながる機会となった。

講師
・最近子どもが生まれ
た本校職員（父親・母
親となった人）



47 神奈川県立 高１ 保健体育

現代社会と健康
「交通安全の現
状と要因」「交
通社会における
運転者の資質と
責任」

　二輪車や自動車が引き起こす交通事故は、一瞬にして人の命を奪ってしまうことがあ
り、それは被害者・加害者本人はもちろん、双方の家族にとっても大変不幸なことであ
る。交通事故の刑事上・民事上・行政上の責任と補償について話し合いや調べ学習等を行
い、交通事故を起こすと自分だけでなく、多くの人を苦しめたり悲しめたりすることを理
解し、交通事故を決して起こさないという態度と行動の重要性を学ぶことができた。
　自分や他人の生命を尊重する態度が大切であり、このような態度が、交通ルールを守
り、周囲へ十分注意をはらうことにつながった。

保健体育教科書

48 神奈川県立 高２ 保健体育 思春期と健康
　思春期において、自身の健康を保持していくことの重要性を資料を用いて学習した。ま
た、妊娠・出産に加えて避妊法に関する知識を身に付けることによって性への関心・欲求
にどのように向き合っていくかを意見交換しながら考えさせた。

大修館書店
「最新保健ノート」

49 神奈川県立 高２ 保健体育 生命
　人工妊娠中絶、赤ちゃんポストについて学んだ。今回の授業では、人工妊娠中絶につい
て賛成意見、反対意見の事例を示し、グループワークを通して考え方を深めた。また、赤
ちゃんポストについて学び、人工妊娠中絶と合わせてその在り方について考えを深めた。

『現代高等保健体育改
訂版』（大修館書店）

50 神奈川県立 高１ 保健体育
「心肺蘇生法」
「応急手当の意
義とその基本」

・心肺蘇生法の意義と原理（胸骨圧迫、気道確保と人工呼吸）
・AEDの使い方（デモ機を使って実技を実施）
・けがの応急手当
・熱中症の応急手当

保健体育教科書

51 神奈川県立 高１ 保健体育
応急手当の意義
とその基本

・応急手当の意義について
・心肺蘇生法の手順について
・傷病者を発見した時の、確認・観察するポイント

保健体育教科書

52 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健康
家族計画と人工妊
娠中絶

　近年、コロナ禍において未成年者からの妊娠や性に関しての相談が増加したとある。授
業で家族計画を考えさせてみると、様々な考え方があった。子どもを欲しいとは思わな
い、まだ現実味がないという回答であった。妊娠を望まない時期はどのような時なのか、
どのような行動をしなければならないのかを考えさせる機会となった。新しい命について
考えて、避妊することが重要なこと、高校生は責任のある行動を取らなければならない年
齢であることを確認した。

本校職員
現代高等保健体育
大修館書店



53 神奈川県立 高１ 保健体育
保健教育
「心肺蘇生法」

　学校で心肺停止状態になった高校生に対して、心肺蘇生が行われずに亡くなってしまっ
た事例を挙げた。生徒たちは、重要なのは心肺蘇生法の正しい知識だけではなく、その場
で自分が行動することだということを理解し、「助かるはずの命」を「助かるはずだった
命」にしないという意思のもと学習に取り組んだ。そして、心肺蘇生法の手順とポイント
を確認したうえで、ロールプレイング方式で実技演習をおこなった。ひとり一人が真剣に
取り組み、上手に胸骨圧迫をできていない生徒に対してはアドバイスをするなど、積極的
に共習する様子が見られた。授業の振り返りでは、知識や技術を習得できたため、命を救
うために勇気をもって行動したいという生徒の思いも聞くことができた。

54 神奈川県立 高１ 保健体育 薬物乱用と健康
　薬物乱用による依存の形成と悪影響から、家庭生活や社会生活を送ることが困難であ
り、たった一度の使用から自殺まで陥ってしまう事に関連して、命の尊さを考えさせた。

教材：教科書と授業プ
リント
DVD：Trap～罠～
製作・著作：警視庁

55 神奈川県立 高２ 保健体育
公害による病気
と環境問題を学
ぶ

　水俣病やイタイイタイ病等、かつて大きな社会問題となった公害病をテーマとし、教科
書や図表と共にモニターでのアニメーション視聴を通して、産業発展に伴う有害物質発生
の構造や、その改善に向けた法令や技術の向上、自分たちが日常でできる工夫などをグ
ループで考察しながら学んだ。

教科書「現代高等保健
体育 改訂版」
youtube「実録 四大公
害病 水俣病の恐怖」

56 神奈川県立 高１ 保健体育 現代の感染症
　新型コロナウイルスの流行や恐ろしさ、実社会で起こったことを基に感染症についてペ
アワークなどを用いて、生徒同士の意見を共有しながら、命の大切さについて考えた。

教諭　公開研究授業

57 神奈川県立 高１ 保健体育
感染症とその予
防

　現在コロナウイルスがパンデミックを起こしている事例等に触れながら、感染症につい
て理解を深め、日常で行える具体的な感染予防を考え、実践するための学習を行った。私
たち一人ひとりの行動が、自分自身だけでなく、大切な人や周囲の人を守ることにもつな
がっていくことも学習した。

現代高等保健体育（教
科書）

58 神奈川県立 高２ 保健体育
妊娠・出産と健康
家族計画と人工妊
娠中絶

　家族計画と妊娠中絶の分野において、出生前に子どもに障がいがあるとわかった時、人
工妊娠中絶を選択するかのアンケートをとり、生徒同士意見共有、交換を行った。また、
中学生が妊娠、出産し特別養子縁組を行う映像みて、自分自身ならどのような選択をする
のか、生まれてくる命に対する責任があるのか等を各自考え、意見交換共有を行った。

２年次保健担当教員
ドラマ「コウノドリ
シーズン１　第５話
１４歳の妊娠 少女が
母になる時」

59 神奈川県立 高２ 保健体育
生涯を通じる健
康

　妊娠・出産と健康の学習では、受精の仕組みを描いたＤＶＤ等も活用しながら受精・着
床・出産の過程を学ばせた。受精のタイミングや着床の難しさ等からいのちの尊さを再確
認させた。またこの学習を活かし、続く避妊法と人工妊娠中絶の学習では、望まない妊娠
について考えを深めさせた。生徒からは「妊娠を望まないのであれば、必ず避妊をするべ
きだ」との意見が多数出され、学習の効果を実感した。

保健(２)担当教諭
教科書
「最新高等保健体育」
（大修館書店）
教材ＤＶＤ
うまれる～いのちの授業
～



60 神奈川県立 高複合 保健体育

・現代社会と健康
・生涯を通じる健
康
・社会生活と健康

　授業のなかで生活習慣病のリスクや交通事故の危険性、応急手当の重要さなど身近に命
にかかわるものが潜んでいることを伝えた。テレビやプロジェクターなどの視覚教材の使
用やダミー人形を用いた心肺蘇生の実演など体験的でわかりやすい様に命の大切さを伝え
た。

保健体育科

61 神奈川県立 高１ 保健体育 心肺蘇生法
　座学による講義だけでなく、ダミーやＡＥＤを活用しながら、実習をおこなった。
　災害時や大事故の際に、それぞれができることを考えられるよう単なる知識だけではな
く、体を動かして実習することで、できることの可能性を広げた。

教材
教科書
ダミー
ＡＥＤトレーナー


